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要約  表面流去水の発生は通常土壌侵食過程と深く関連している。本研究では，

タイ国北部・東北部の異なる傾斜畑３地点において，データロガーに接続した

表面流去水計測ゲージを用いて表面流去発生条件を解析した。その結果ほとん

どの場合において，降雨強度と表層土壌の水分含量が表面流去水発生に対して

正に寄与していた。また砂質土壌であるコンケン調査地の降雨強度は，細粒質

土壌である北部中山間地の２地点と比べて大きく，表面流去は雨季を通して特

に明瞭な季節性を持たずに発生した。このことは，北部２地点において，降雨

強度あるいは表層土壌の毛管飽和が雨季後期に高まるのを反映して，この期間

に表面流去がより頻繁に発生するようになるのと対照的である。これらの調査

地では，単位降水量あたりに発生する表面流去水の割合が，調査プロットの傾

斜の順に増大する。しかしながら単位表面流去水あたりの土壌侵食量は，最も

傾斜の小さいコンケンの砂質土壌において高く，このことは，砂質土壌が粘土

質土壌と比べてより侵食を受けやすいことを示している。このように表面流去

あるいは土壌侵食発生の危険を助長するような条件は地域によって異なるため，

営農管理にはこれら地域ごとの条件を考慮に入れる必要がある。  
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